








要約:小児肥満は増加しており、幼児期からの予防対策が必要である。今回我々は、保育

園児の食行動を観察し過体重の有無による相異点について検討した。過体重の幼児は食事

時間が短い傾向にあり、ピラフを口に運ぶ画数が多いが、サラダを食べている時は咀嚼回

数が少ないことが分かった。幼児の食事指導にあたっては、ゆっくり食べることを指導す

ることが大切と考えられた。


